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鶏鉾と白楽天山
手前が鶏鉾。車の屋根と鉾との中間部分になにやらワニのようなものが掛け
られているが、これも風流の一つ。また囃子台のなかに唐輪髷の人物が見え
る。唐輪髷は女性の髪型。はたしてこの人物は女性か。

洛中洛外図屏風［上杉本］



一
、
は
じ
め
に

　「
お
祭
」
は
、
崇
敬
す
る
尊
い
御
神
霊
を
お
移
し
し
た
「
御
神
与
の
渡
御
」
を
主
体
に
、
そ
れ
を
お
護
り
し
、

お
供
を
す
る
人
達
の
奉
仕
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　「
祇
園
祭
」
は
本
来
「
祇
園
御
霊
会
」
と
称
し
、
ま
た
単
に
「
御
霊
会
」・「
祇
園
会
」
と
も
い
い
ま
す
。
貞
観

十
一
年
（
八
六
九
年
）、
各
地
に
疫
病
が
蔓
延
し
た
時
、
日
本
六
十
六
ヶ
国
に
因
ん
で
、
長
さ
二
丈
ば
か
り
の
「
矛
」

六
十
六
本
を
「
神
泉
苑
」
に
立
て
、
そ
の
退
散
を
祈
っ
た
の
が
始
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

爾
来
、
断
続
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
今
日
ま
で
千
年
も
続
い
て
い
ま
す
。

祇
園
祭



山
鉾
の
巡
行
は
、
当
初
、
御
神
与
の
渡
御
が
す
ん
だ
後
、
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
真
夏
の
炎
天
下
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。
し
か
も
最
も
大
切
な
本
命
の
御
神
与
の
渡
御
と
、
そ
の
隷
属
的
立
場
の
山
鉾
の
巡
行
が
同
じ
日
で
あ

り
な
が
ら
一
緒
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
や
時
間
も
別
々
に
行
わ
れ
、
全
く
関
係
の
な
い
二
つ
の
お
祭
が
存
在
す
る

よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。

御
神
与
の
渡
御
が
な
い
の
に
お
供
の
山
鉾
巡
行
が
逆
に
賑
々
し
く
行
わ
れ
る
な
ど
、
全
く
屈
託
な
く
至
っ
て
お
お

ら
か
な
も
の
で
し
た
。

二
、
山
鉾
の
成
り
立
ち

　
「
御
霊
会
」は
、年
々
盛
ん
と
な
り
、鎌
倉
時
代
末
に
は「
犬
神
人
」に
よ
っ
て
神
前
を
清
め
、「
三
基
の
御
神
与
」〔
中

御
座―

素
戔
嗚
尊
（
牛
頭
天
王
）
東
御
座―

櫛
稻
田
姫
・
西
御
座―

八
柱
御
子
神
〕
を　

先
導
し
て
供
奉
、
鉾
を

担
ぎ
田
楽
を
鳴
ら
し
、
そ
れ
に
「
作
山
風
流
」（
大
嘗
祭
の
標
山
を
真
似
た
前
で
演
じ
る
説
立
烏
帽
子
で
笛
や
太

鼓
に
合
わ
せ
て
話
寸
劇
）
を
始
め
「
散
楽
空
車
」（
猿
楽
を
演
じ
る
屋
根
の
な
い
車
）　

や

い
ぬ
じ
に
ん

ご
ず
て
ん
の
う

や
は
し
ら
の
み
こ
が
み

す
さ
の
お
の
み
こ
と

つ
く
り
や
ま
ふ
り
ゅ
う

し
め
や
ま

さ
ん
が
く
む
な
ぐ
る
ま



「
久
世
（
曲
）
舞
車
」（
白
拍
子
が
水
干
立
烏
帽
子
で
笛
太
鼓
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た

り
舞
っ
た
り
す
る
車
）、
更
に
巫
女
・
神
楽
・
獅
子
舞
・
武
者
列
・
鷺
舞
・
馬
長
な

ど
が
加
わ
り
益
々
賑
々
し
く
お
供
を
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
山
崎
の
離
宮
八
幡
の
「
油
座
」
よ
り
「
定
鉾
」
が
、
ま
た
、
西
陣
の
機

業
の
元
締
「
大
舎
人
座
」
よ
り
「
鵲
（
笠
鷺
）鉾
」
が
参
加
し
ま
す
。

そ
の
頃
の
鉾
は
「
剣
鉾
」
で
、
現
在
、
上
御
霊
・

岡
崎
・
粟
田
神
社　

に
あ
る
鉾
と
同
様
の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
が
次
第
に
大
形
化
し
、
色
々
の
飾
り
が
付
加
結
合
し
、
そ
の
上
当

時
の
人
の
趣
向
に
合
っ
た
も
の
も
考
え
ら
れ
、
遂
に
お
互
い
が
自
慢
し
合

う
ま
で
に
拡
大
発
展
し
ま
し
た
。

「年中行事絵巻」神輿と巫女の図（中央公論新社『日本の絵巻』より）

年中行事絵巻」鉾の図（中央公論新社『日本の絵巻』より）

く
せ
ま
い
く
る
ま

か
さ
さ
ぎ
ほ
こ

お
お
と
ね
り
ざ

し
ず
め
ぼ
こ

う
ま
お
さ

け
ん
ぼ
こ

す
い
か
ん
た
て
え
ぼ
し



お
そ
ら
く
南
北
朝
時
代
の
少
し
前
に
は
、
今
日
の
よ
う
な

形
態
の
山
鉾
が
出
来
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
当
時
、
一
般
庶
民
は
至
っ
て
貧
し
く
、
氏
神
様

に
対
す
る
信
仰
が
薄
く
、
そ
の
う
え
社
会
の
治
安
も
不
安

で
生
活
に
対
す
る
環
境
は
、
誠
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

従
っ
て
、
経
済
的
に
余

裕
の
あ
る
職
種
別
組
織
の

「
座
」
や
「
土
倉
」、
そ
れ

に
酒
や
油
を
扱
う
業
者

が
お
祭
り
を
支
え
支
援
・
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
世
以
降
は
戦
乱
の
中
、
自
衛
せ
ね
ば
な
ら
な
い
町
人
た
ち
は

必
然
的
に
結
束
を
固
め　

地
域
の
自
治
共
同
体
の
「
町
組
」
を
組
織
し
、 　
　

「年中行事絵巻」田楽の図（中央公論新社『日本の絵巻』より）

「年中行事絵巻」獅子の図（中央公論新社『日本の絵巻』より）

ち
ょ
う
ぐ
み



お
祭
も
皆
の
氏
神
様
の
お
祭
と
し
て
自
発
的
に
お
世
話
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
形
式
を
重
ん
じ
る
お

上
的
性
格
よ
り
、
お
お
ら
か
な
庶
民
的
形
態
へ
と
変
化
し
ま
す
。
お
祭
は
、
氏
神
様
に
対
す
る
感
謝
と
、
更
な

る
祈
念
の
心
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
参
加
す
る
者
も
見
物
す
る
者
も
娯
楽
の
な
い
当
時
、
唯
一
の
楽
し
み
で

し
た
。

　
　

註

　
　

●
犬
神
人　

別
名
〝
つ
る
め
そ
〞
と
い
い
ま
す
。
中
世
祇
園
社
に
属
し
、
元
来
神
事
用
の
弓
弦
を
作
っ
て

            

い
ま
し
た
が
、
後
雑
務
も
行
い
、
そ
の
見
返
り
に
商
業
上
の
特
権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

●
馬
長　

か
つ
て
殿
上
人
が
天
皇
の
命
に
よ
り
、
御
霊
会
に
花
を
添
え
る
た
め
自
分
の
小
舎
人
童
を
美
し

            

く
着
飾
っ
て
馬
に
乗
せ
供
奉
し
た
も
の
。

　
　

●
南
北
朝
時
代　

延
元
元
年
（
一
三
三
六
年
）、
足
利
尊
氏
が
光
明
天
皇
を
擁
し
、
北
朝
が
始
ま
り
ま
す
。

            

元
中
九
年
（
明
徳
三
年
・
一
三
九
二
年
）、
南
北
朝
合
一
後
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
年
）、
長
禄

            

之
変
で
後
南
朝
絶
滅
。

い
ぬ
じ
に
ん

う
ま
お
さ



三
、
中
世
祇
園
御
霊
会
点
景

　

六
月
七
日
、
祇
園
社
を
出
発
し
た
三
基
の
御
神
与
は
、
四
条
大
路
を
西
へ
、
堀
川
木
材
神
人
の
奉
仕
で
架
け
ら

れ
た
鴨
川
の
浮
き
橋
を
渡
り
洛
中
に
入
り
ま
す
。
四
条
高
倉
で
「
綿
座
」
よ
り
神
供
米
を
過
分
に
頂
戴
し
、
中
御

座
と
西
御
座
の
御
神
与
は
、
烏
丸
小
路
を
南
下
、
高
辻
小
路
を
東
へ
、「
大
政
所
御
旅
所
」
に
着
き
ま
す
。

一
方
、
東
御
座
の
御
神
与
は
、
四
条
大
路
よ
り
東
洞
院
大
路
を
北
上
し
、
冷
泉
小
路
（
現
夷
川
）
を
東
へ
、「
少

将
井
御
旅
所
」に
着
き
ま
す
。
一
週
間
、鎮
座
の
後
、十
四
日
、中
御
座
と
西
御
座
の
御
神
与
は
五
条
通（
現
松
原
通
）

を
西
へ
、
東
御
座
の
御
神
与
は
二
条
大
路
を
西
へ
、
各
々
大
宮
大
路
を
経
て
三
条
大
宮
の
「
神
泉
苑
」
南
端
の
渚

に
着
き
ま
す
。
三
座
が
集
結
し
、
簡
単
な
神
事
の
後
、
三
条
大
路
を
東
へ
、
京
極
よ
り
四
条
大
路
に
出
て
東
へ
、

祇
園
社
に
帰
座
さ
れ
ま
す
。

治
承
三
年
（
一
一
七
九
年
）
の
条
に
、「
六
月
十
四
日
御
霊
会
に
後
白
河
院
は
三
条
室
町
で
、
又
関
白
藤
原
基
房

は
三
条
東
洞
院
の
桟
敷
で
、
御
神
与
を
お
迎
え
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
に
神
幸
祭
よ
り
も
還
幸
祭
の

方
が
賑
や
か
だ
っ
た
よ
う
で
す
。



ま
た
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
年
）
の
条
に
、「
こ
の
年
も
御
神
与
の
渡
御
が
な
い
の
に
将
軍
足
利
義
満
が
桟
敷

で
山
鉾
の
巡
行
を
見
物
し
た
」
こ
と
や
、「
高
大
鉾
が
突
風
で
倒
れ
、
老
尼
が
そ
の
下
敷
と
な
り
圧
死
し
た
」
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
四
年
の
条
に
、「
こ
の
年
も
御
神
与
の
渡
御
が
な
く
義
満
は
寵
愛
す
る
〝
世
阿
弥
〞

を
伴
い
山
鉾
の
巡
行
を
見
物
し
な
が
ら
同
じ
器
か
ら
お
料
理
を
取
っ
て
食
べ
た
こ
と
は
〝
天
下
の
将
軍
ら
し
く

な
い
〞
と
、
公
卿
よ
り
〝
ひ
ん
し
ゅ
く
〞
を
か
っ
た
」
話
が
出
て
い
ま
す
。
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
年
）
も
政
情

不
安
に
か
か
わ
ら
ず
、
義
満
は
巡
行
を
見
物
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
も
御
神
与
の
渡
御
が
な
く
山
鉾
の
巡
行
の

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
義
満
は
、
よ
ほ
ど
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
神
事
無
之
共
山
鉾
渡
度
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
御
神
与
の
渡
御
が
な
い
と
、
か
え
っ
て
町
衆
の
山
鉾
に
か
け

る
情
熱
が
湧
き
立
ち
、
ま
す
ま
す
自
立
し
創
意
工
夫
の
上
す
ば
ら
し
い
姿
へ
と
発
展
し
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
「
く
じ
罪
人
」
と
い
う
狂
言
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
連
中
が
頭
役
（
町
内
の
世
話
役
・
年
寄
）

の
家
に
集
ま
り
、
そ
の
年
の
山
の
出
し
物
を
相
談
し
ま
す
。
こ
の
年
は
地
獄
の
閻
魔
が
罪
人
を
追
い
立
て
る
の

の
で
す
が
、
肝
心
の
罪
人
の
な
り
手
が
な
く
、
仕
方
な
く
「
く
じ
」
を
引
い
た
と
こ
ろ
頭
役
が
当
た
り
ま
し
た
。

し
ん
じ
こ
れ
な
く
と
も
や
ま
ほ
こ
わ
た
し
た
し



た
だ
の
召
し
使
い
に
過
ぎ
な
い
太
郎
冠
者
が
罪
人
を
追
い
廻
し
日
頃
の
う
っ
憤
を
晴
ら
す
〞
と
い
う
筋
書
で
す
。

出
し
物
は
今
日
の
よ
う
に
固
定
せ
ず
、毎
年
皆
と
相
談
し
と
て
決
め
ま
す
。
大
変
な
苦
労
で
す
が
、そ
れ
で
も
ア
ー

で
も
な
い
コ
ー
で
も
な
い
と
喧
々
諤
々
、
結
構
楽
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
狂
言
で
毎
年
町
衆
が
山
の
出
し
物
を

決
め
る
様
子
が
よ
く
判
り
ま
す
。

　
　

註

●
御
旅
所=

本
来
、
神
様
が
天
よ
り
降
臨
さ
れ
る
清
浄
の
処
と
し
て
神
職
が
二
、
三
名
常
住
し
て
い
ま
し
た
。「
旅
」
は
旅
行
の

〝
旅
〞
で
は
な
く
〝
賜
び
〞
で
、〝
賜
る
〞
〝
戴
く
〞
の
意
味
で
す
。
即
ち
こ
こ
で
御
神
徳
を
戴
き
、
榊
に
お
移
り
願
い
神
様
を
白

馬
に
乗
せ
て
集
落
へ
お
連
れ
し
ま
す
。
か
ね
て
よ
り
準
備
し
た
お
祭
り
の
場
で
、
常
日
頃
の
感
謝
の
心
で
賑
や
か
に
お
慰
め
し
て
帰

り
も
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
神
幸
祭
」「
還
幸
祭
」
と
い
い
ま
す
。
後
、
集
落
に
神
様
の
お
住
い
が
出
来
て
か
ら
は
そ
れ
が
曖

昧
と
な
っ
て
い
る
の
が
今
日
の
姿
で
す
。
葵
祭
の
前
に
行
わ
れ
る
「
御
蔭
祭
」
は
、
神
様
を
お
迎
え
し
お
祀
り
す
る
本
来
の
姿
を
今

に
伝
え
る
貴
重
な
お
祭
で
す
。

●
八
坂
神
社
御
旅
所=

現
在
四
条
通
京
極
の
南
側
に
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
洛
中
洛
外
の
境
に
当
た
り
ま
す
。
天
正
十
九
年
（
一

五
九
一
年
）、
秀
吉
の
都
の
改
造
計
画
で
従
来
の
大
政
所
・
少
将
井
御
旅
所
を
廃
し
新
設
し
た
も
の
で
す
。

た

た
ま
わ



四
、
鷹
山
の
姿

「
鷹
山
」
は
別
名
〝
鷹
つ
か
ひ
山
〞
・
〝
鷹
匠
山
〞
・
〝
太
郎
山
〞
・
〝
行
（
業
）
平
山
〞
と
も
い
い
ま
す
。

「
祇
園
社
記　

応
仁
之
乱
前
分
」
に
、〝
鷹
つ
か
ひ
山　

三
条
室
町
西
洞
院
間
〞
と
記
さ
れ
、応
仁
文
明
之
乱
（
一

四
六
七
〜
七
七
年
）
以
前
か
ら
「
衣
棚
町
」・「
釜
座
町
」

の
珍
し
く
二
ヶ
町
よ
り
出
た
古
い
山
で
す
。

鷹
を
手
に
持
つ
「
鷹
匠
」
に
犬
を
引
い
て
い
る
「
犬
飼
」、

そ
れ
に
樽
を
背
負
い
面
白
お
か
し
く
粽
を
食
べ
る
カ
ラ
ク

リ
の
「
従
者
」
の
三
体
の
人
形
、
更
に
真
松
の
根
こ
山
籠

に
「
雉
子
」
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
従
者
が
粽
を
食
べ
る
カ
ラ
ク
リ
が
珍
し
く
、
前
祭
の

「
か
ま
き
り
山
」
と
共
に
、
大
変
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

「鷹匠」「樽負」「犬飼」の御神体。（三条通室町西入ル衣棚町）

き
じ



五
、
乱
（
応
仁
の
乱
）
後　

復
興
初
巡
行

　

応
仁
の
乱
で
、
都
は
一
面
焼
け
野
原
と
化
し
、
鷹
山
も
他
の
山
鉾
同
様
、
致
命
的
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、

庶
民
は
貧
し
く
、
各
自
の
家
の
修
復
や
仕
事
の
再
起
に
精
一
杯
で
、
と
て
も
氏
神
様
の
神
事
の
お
手
伝
い
ま
で
手

が
ま
わ
ら
ず
復
興
初
巡
行
ま
で
実
に
二
十
数
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
年
）、
待
ち
に
待
っ
た
乱
後
復
興
初
め
て
の
巡
行
で
す
。
乱
以
前
の
六
十
四
基
と
は
比

較
に
な
り
ま
せ
ん
が
、  
そ
れ
で
も
前
祭
に
「
ほ
こ
」（
長
刀
鉾
）
を
始
め
二
十
五
基
が
、後
祭
に
は
「
う
し
わ
か
殿
」

（
橋
弁
慶
山
）
な
ど
十
基
が
再
建
し
、
雄
々
し
く
巡
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
鷹
山
も
天
晴
れ
復
活
し
、
し
か
も
後

祭
の
殿
を
飾
る
大
役
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

し
ん
が
り



六
、「
鷹
山
之
図
」
初
お
目
見
得

　

そ
の
後
ど
う
し
た
こ
と
か
鷹
山
は
約
百
三
十
年
程
文
献
や
絵
画
に

出
て
来
ま
せ
ん
。
あ
の
有
名
な
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」〔
町
田
本
は

文
永
年
間
（
一
五
二
一
〜
二
七
年
）
の
都
の
景
観
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
作
者
不
詳
。
上
杉
本
は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
四
年
）
の

後
半
よ
り
永
禄
年
間
（
一

五
五
八
〜
六
九
年
）
前
半

の
都
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
作
者
は
狩
野
永
徳
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
〕
に
も
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
や
っ
と
江
戸
初
期
の
寛
永
年
間
（
一

六
二
四
〜
四
三
年
）
中
頃
の
作
と
云
わ
れ
る
「
祇
園
祭
礼
図
屏
風
」

図
①（
六
曲
一
双
、作
者
不
詳
京
博
蔵
）に”

鷹
山”

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

台
車
の
上
に
三
体
の
人
形
、
眞
松
山
籠
が
あ
り
、
そ
こ
に
稚
児
が
居

図①

※図①の拡大詳細図



り
、
囃
子
方
が
乗
っ
て
い
る
青
天
井
の
曳
き
山
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
初
め
て
見
る
「
鷹
山
の
姿
」

で
す
。
お
そ
ら
く
乱
後
復
興
初
巡
行
の
と
き
の
姿
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）
の
「
祇
園
祭
礼
図
絵
巻
下
巻
」（
永
青
文
庫
蔵
）
や
明
歴
年
間
（
一
六
五
五
〜
五
七
年
）

作
の
「
祇
園
祭
礼
図
屏
風
」〔
六
曲
一
隻
、
海
北
友
雪(

一
五
九
八
〜
一
六
七
七)

作
、
八
幡
山
保
存
会
蔵
〕
に

も
囃
子
方
の
乗
っ
て
い
る
青
天
井
の
曳
き
山
と
し
て
鷹
山
が
出
て
い
ま
す
。



さ
て
｛
鷹
山
」
は
い
つ
登
場
し
た
の
か
？

そ
の
形
態
は
？

乱
後
復
興
、
初
巡
行
の
時
の
姿
は
？

舁
き
山
か
曳
き
山
か
、
全
く
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
る
な
れ
ば
、〝
カ
ラ
ク
リ
人
形
の
山
〞
と
し
て
、

舁
き
山
で
登
場
し
皆
を
喜
ば
せ
、
乱
後
復
興
の
時
、
青
天
井
の

曳
き
山
に
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
舁
き
山
の

特
徴
で
あ
る
真
松
・
山
籠
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
や
乱
後
初
巡

行
に
際
し
、
後
祭
の
最
後
尾
に
位
置
し
締
め
く
く
る
大
役
を
お

お
せ
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
形
態
の
曳
き
山
と
し
て
約
二
百
年
、
元
気
に
巡
行
に
参
加

し
、
庶
民
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

か

ひ



七
、
宝
永
の
大
火
で
罹
災

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
年
）、
京
の
中
心
地
で
「
大
火
災
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。
罹
災
区
域
は
、
鴨
川
〜
堀
川
・

四
条
〜
今
出
川
で
す
。

鷹
山
も
壊
滅
的
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
が
、
町
衆
の
氏
神
様
に
対
す
る
篤
い
信
仰
心
と
向
上
し
つ
つ
あ
る
経
済
力
に

支
え
ら
れ
立
ち
直
り
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
は
判
り
ま
せ
ん
が
、三
十
数
年
後
の
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）
の
「
衣
棚
町
文
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、

〝
鷹
山
上
水
引
人
形
水
干
狩
衣
新
調　

衣
棚
北
町　

軒
役
ご
と
に
一
両
一
分
拠
出
〞
と
あ
り
ま
す
。
上
水
引
は
、

ま
た
の
名
を
「
天
水
引
」
と
も
い
い
、
古
い
屋
根
の
軒
下
に
付
け
る
懸
装
品
で
す
。

こ
れ
を
新
調
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
屋
根
が
あ
り
上
水
引
が
付
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
火
で
罹
災

後
再
建
の
時
、
簡
素
な
破
風
の
あ
る
屋
根
が
作
ら
れ
た
と
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。



そ
の
実
体
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
十
五
年
後
の
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
年
）
の
「
祇
園
御
霊
会
細
記　

山
鉾

巡
行
図
」
に
鷹
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
ま
す
と
、
舁
き
山
の
名
残
で
あ
る
真
松
・
山
籠
が
残
存
し
、
簡
単
な
破
風
の
あ
る
屋
根
に
「
上
水
引
」

が
付
け
ら
れ
、
四
枚
綴
り
胴
懸
、
そ
れ
を
二
番
・
三
番
の
「
下
水
引
」
が
飾
ら
れ
て
い
る
曳
き
山
で
す
。

　

同
じ
巻
に
「
観
音
山
之
図
新
町
蛸
薬
師
下
ル
」
と
出
て
い
ま
す
が
、そ
れ
は
現
在
の
「
南
観
音
山
」
の
こ
と
で
、

屋
根
を
見
ま
す
と
、
た
だ
単
な
る
粗
末
な

一
枚
板
で
、
破
風
も
な
く
軒
下
に
薄
い
幕

を
吊
る
し
た
曳
き
山
で
す
。
鉾
形
へ
の
発

展
は
鷹
山
の
方
が
一
歩
進
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。
鷹
山
は
「
衣
棚
町
」・「
釜
座
町
」

の
二
ヶ
町
よ
り
創
建
し
、
こ
の
二
ヶ
町
が

お
世
話
し
て
い
ま
し
た
が
、 

時
の
移
り

図
③

図
④

図③



変
り
と
共
に
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
「
衣
棚
町
」
の
一
ヶ
町
が
責
任
を
持
た
さ
れ
、
遂
に
は
江
戸
中

期
以
降
は
「
衣
棚
北
町
」（
三
条
通
の

室
町
新
町
間
の
北
側
）
が
運
営
・
管
理
・

維
持
の
責
任
を
負
い
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
協
力
支
援
の
「
寄
り
町
」
制

度
が
あ
り
な
が
ら
、
町
の
町
民
の
移
動

や
お
祭
に
対
す
る
意
識
の
変
化
で
、
皆

が
頭
を
痛
め
て
い
る
様
子
が
よ
く
判
り

ま
す
。

　
な
お
、
面
白
い
こ
と
に
前
祭
の
船
鉾

の
車
を
後
祭
の
鷹
山
が
借
用
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

共
に
競
争
し
つ
つ
、
ま
た
、
お
互
い
が
協
力
し
合
い
お
祭
を
盛
り
上
げ
る
、
お
お
ら
か
で
楽
し
い
も
の
で
し
た

図④



八
、
ま
た
ま
た
天
明
の
大
火
で
大
被
害

　

鷹
山
は
宝
永
の
大
火
で
屈
す
る
こ
と
な
く
復
活
、
そ
の
う
え
簡
単
な
屋
根
も
作
ら
れ
、
カ
ラ
ク
リ
人
形
の
曳

き
山
と
し
て
巡
行
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
た
ま
た
八
十
年
後
、
大
火
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。「
天
明

の
大
火
」〔
天
明
八
年
（
一
七
八
八
年
）〕
で
す
。
そ
の
罹
災
区
域
は
、
鴨
川
〜
千
本
・
七
条
〜
鞍
馬
口
の
範
囲
で
、

鷹
山
も
甚
大
な
損
害
を
受
け
ま
し
た
。

町
衆
の
支
援
に
よ
り
三
度
、
不
死
鳥
の
如
く
甦
り
、
早
速
、
翌
年
の
寛
政
元
年
の
巡
行
に
は
と
り
あ
え
ず
舁
き

山
で
、
同
十
年
（
一
七
九
八
年
）
に
は
元
の
姿
に
戻
り
曳
き
山
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
青
天
井
の

曳
き
山
か
屋
根
付
か
は
不
明
で
す
。　

十
五
年
後
の
文
化
九
年
（
一
八
一
二
年
）
の
「
祇
園
御
霊
会
細
記　

参
」
に
、〝
鷹
山
屋
根
黒
塗
金
か
な
も
の
有

　

天
井
幕
赤
地
錦
上
水
引
猩
々
緋
雲
に
鳳
凰
の
ぬ
い
〞
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
完
全
な
鉾
形
で
す
。
や
っ

と
長
年
の
町
衆
の
願
望
が
果
た
さ
れ
た
の
で
す
。



そ
の
実
体
を
知
る
資
料
と
し
て
五
年

後
の
文
化
十
四
年　
（
一
八
一
七
年
）

作
の
「
鷹
山
の
雛
形
」（
三
島
為
吉
氏

蔵
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
ま
す
と
全
く
の
鉾
で
、
山

籠
は
な
く
鉾
頭
が
真
松
で
、
南
北
観

音
山
・
岩
戸
山
と
同
様
の
曳
き
山
で

す
。
そ
の
上
、
主
役
の
三
体
の
人
形

や
音
頭
取
り
・
鷹
・
犬
・
大
粽
ま
で

再
現
さ
れ
巧
く
出
来
て
い
ま
す
が
、
雉
子
の
姿
が
な
い
の
は
不
思
議
で
す
。

　

鷹
山
は
過
去
三
度
の
過
酷
な
試
練
（
応
仁
・
宝
永
・
天
明
）
に
遭
い
な
が
ら
屈
す
る
こ
と
な
く
町
衆
の
絶
大
な

支
援
に
よ
っ
て
再
起
、
そ
の
都
度
、
前
よ
り
更
に
よ
い
も
の
に
改
変
し
て
、
遂
に
長
年
の
夢
を
達
成
し
ま
し
た
。

図
⑤

図⑤



九
、
休
み
山
そ
し
て
遂
に
消
滅

　

鷹
山
の
絶
好
調
の
時
も
そ
う
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
僅
か
二
十
数
年
で
す
。

文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）、
巡
行
中
の
風
雨
に
よ
る
懸
装
品
の
汚
損
・
本
体
の
老
朽
化
、
そ
れ
に
住
民
の
お
祭

に
対
す
る
意
識
の
後
退
な
ど
の
理
由
で
、
巡
行
中
に
参
加
で
き
難
く
な
り
、
遂
に
翌
年
よ
り
宵
山
に
町
会
所
で
お

飾
り
の
み
の
「
居
祭
」、
い
わ
ゆ
る
「
休
み
山
」
と
な
り
ま
す
。

臥
薪
嘗
胆
、
一
日
も
早
く
復
帰
を
願
い
つ
つ
待
つ
こ
と
実
に
三
十
余
年
。
遂
に
そ
の
夢
は
消
え
、
ま
た
、
追
い
討

ち
を
か
け
る
よ
う
に
「
幕
末
の
兵
火
」〔
禁
門
の
変
・
蛤
御
門
の
戦
・
ど
ん
ど
ん
焼　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

罹
災
区
域　

寺
町
〜
堀
川
・
七
条
〜
今
出
川
〕
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
焼
け
落
ち
、
姿
を
消
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
天
明
の
大
火
」
よ
り
、
ま
た
ま
た
八
十
年
に
な
り
ま
す
。

何
百
年
も
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
珍
し
い
カ
ラ
ク
リ
で
皆
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
「
鷹
山
」
の
刀
折
れ
矢
尽
き

た
壮
絶
な
最
後
で
す
。

「
栄
枯
盛
衰　

世
の
常
」
と
は
い
え
、
誠
に
無
念
残
念
至
極
。



明
治
に
な
っ
て
衣
裳
も
整
え
ら
れ
、
助
か
っ
た
六
本
の
手
も
つ
け
ら
れ
、
鷹
匠
・
犬
飼
・
従
者
の
姿
に
復
元
、
鷹
・
犬
・

粽
も
上
手
に
再
製
さ
れ
ま
し
た
が
雉
子
は
本
体
は
な
く
、
長
い
尾
羽
数
本
が
鷹
匠
の
背
中
に
着
い
て
い
ま
す
。

懸
装
品
は
何
一
つ
な
く
、
再
建
を
願
い
寄
贈
さ
れ
た
「
皆
川
月
華
」
の
「
〝
鷹
之
図
〞
見
送
り
」
と
、
三
体
の

人
形
が
宵
山
に
淋
し
く
立
つ
姿
を
見
て
、
た
だ
感
無
量
で
す
。

な
お
、
助
か
っ
た
頭
・
手
・
鉦
な
ど
十
三
点
は
「
市
有
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
先
人
が
貧
し
い
中
、
悪
条
件
を
も
の
と
も
せ
ず
敢
然
と
復
興
を
果
た
し
た
の
は
、
篤
い
信
仰
心
と
お
祭

を
愛
す
る
町
衆
の
心
意
気
の
賜
で
す
。

　

鷹
山
が
姿
を
消
し
て
、
は
や
百
数
十
年
を
越
え
ま
し
た
。

か
つ
て
先
人
は
八
十
年
ご
と
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
私
達
は
再
建
に
苦
労
さ
れ
た
先
人
に
笑
わ
れ

な
い
よ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。



十
、
鷹
山
の
縁
起

「
増
補　

祇
園
御
霊
会
細
記　

参
」（
文
化
申
戌
秋
七
月　

一
八
一
二
年
）
に
記
載
。

〝
●
鷹
山
縁
起　
【
三
条
通
室
町
西
江
入
町
衣
棚
町
北
側
】

鷹
狩
の
体
を
風
流
に
作
り
な
し
た
る
也
、
鷹
つ
か
ひ
犬
つ
か
ひ
の
人
形
あ
り
、
又
一
人
の
従
者
樽
を
負
い
手
に
粽

を
持
て
食
ふ
有
さ
ま
お
か
し
げ
な
り
故
、
太
良
山
と
も
樽
負
山
と
も
い
ふ
、
是
本
文
の
説
な
り
、

増
補

　

一
説
に
、
此
山
の
人
形
右
大
将
頼
朝
な
り
と
い
ひ
、
又
中
納
言
行
平
な
り
と
い
ふ
、
い
つ
れ
か
是
な
る
や
と
愚

町
内
の
人
に
尋
ね
し
に
、
其
の
人
の
曰
、
中
納
言
行
平
な
り
、
即
人
形
箱
の
書
付
に
行
平
と
あ
り
、
然
ら
ハ
中
納

言
行
平
に
相
違
あ
る
ま
じ
と
答
ふ
、
愚
按
す
る
に
或
説
に
云
、
光
孝
天
皇
の
仁
和
二
年
十
二
月
十
四
日
芹
川
の
行

幸
の
時
行
平
供
奉
す
、
衰
老
の
身
に
て
大
鷹
の
鷹
飼
に
宣
下
せ
ら
る
、
于
時
述
懐
の
心
を
よ
め
る
、
翁
さ
び
人
な

　

咎
そ
狩
衣
け
ふ
斗
と
ぞ
田
鶴
も
鳴
な
り　

と
詠
し
摺
狩
衣
の
袂
に
書
付
と
出
に
け
る
、主
上
ご
覧
し
逆
鱗
有
て
、

官
爵
を
解
て
摂
州
須
磨
の
浦
に
被
近
流
云
、
然
ハ
行
平
行
供
奉
の
時
、
鷹
飼
の
体
を
写
し
た
る
な
ら
ん
。



因
に
云
、
伊
勢
物
語
に
ハ
業
平
朝
臣
供
奉
し
て
大
鷹
の
鷹
飼
に
宣
下
せ
ら
れ
た
る
時
よ
め
る
か
如
く
あ
れ
と
も
、

左
に
あ
ら
ず
、
芹
川
行
幸
十
二
月
十
四
日
に
有
し
事
ハ
三
代
実
録
に
見
ゆ
、
此
時
行
平
卿
供
奉
に
て
翁
さ
び
云
と

よ
ま
れ
た
る
事
、
後
撰
集
に
入
て
う
た
か
ひ
な
し
、
元
来
伊
勢
物
語
ハ
実
事
を
書
し
物
に
あ
ら
ず
、
作
り
物
語
の

こ
と
な
れ
ハ
咎
む
べ
き
事
に
あ
ら
ず
〞
と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



十
一
、
錺
附

〔
人
形
〕

●
中
納
言
行
平
卿
（
鷹
匠
）

　

○
姿　

山
の
左
り
の
は
し
に
有
り
、
犬
つ
か
ひ
と
む
か
ひ
合
す
、
折
烏
帽
子
を
着
し
、
左
に
鷹
を
居
、
右
の
手

   

を
餌
飼
を
持
、
衣
裳
ハ
紺
地
の
朝
鮮
錦
狩
衣
ハ
紺
地
紗
金
あ
さ
き
ハ
藤
の
さ
て
貫
を
着
す

　

○
首　

素
材
桧
彫
刻
胡
粉
彩
色
（
白
）
目
眉
口
艶
出

　

○
胴　

板
枠
胴
心
柱
一
本
立
足
な
し

　

○
寸
法　

首
正
面
縦
二
二
糎　

横
幅
一
二
糎　

全
長
丈
一
七
二
糎　

腕
丈
四
三
糎　

手
丈
四
十
糎

●
犬
飼
（
犬
使
）

　

○
姿　

山
の
右
に
あ
り
、
年
頃
三
十
年
の
男
体
、
烏
帽
子
着
す
、
右
の
手
に
犬
の
縄
を
持
、
衣
裳
ハ
鳶
色
朝
鮮

   

錦
水
干
萌
黄
地
紗
金
下
ば
か
ま

　

○
首　

素
材
桧
彫
刻
胡
粉
彩
色
（
白
）
描
目
眉
口
（
口
開
き
）
艶
出



　

○
胴　

板
枠
組
胴
心
柱
一
本
立
足
な
し

　

○
寸
法　

首
正
面
縦
一
八
糎　

横
幅
全
長
丈
一
六
四
糎

●
樽
負
（
従
者
）

　

○
姿　

年
来
四
十
才
ば
か
り
の
男
体
、
烏
帽
子
を
着
、
左
右
の
手
に
て
大
粽
を
持
つ
な
り
衣
裳
ハ
鳶
色
朝　

　

鮮
錦
上
に
水
干
萌
黄
地
紗
金
、
下
ば
か
ま
を
着
す

　

○
首　

素
材
桧
彫
刻
胡
粉
彩
色
（
白
）
描
目
眉
口
（
口
開
き
）
描
髪
艶
有

　

○
胴　

腕
肩
不
接
合
組
合
足
な
し

　

○
寸
法　

首
正
面
八
・
五
糎　

横
幅
一
三
糎　

全
長
丈
一
六
四
糎

●
犬　

小
犬
木
彫
胡
粉
彩
色
（
白
黒
）

　

○
寸
法　

全
長
三
八
糎　

髙
二
二
糎　

頭
縦
一
六
糎　

加
足
二
九
糎

●
鷹　

木
彫
胡
粉
彩
色
翼
開
く

●
屋
根　

黒
塗
金
か
な
も
の
有



●
真
松　

白
幣
を
付
る
枝
に
雉
一
羽
有
あ
ミ
か
く
し
あ
り

●
天
井
幕　

赤
地
錦

●
上
水
引　

猩
々
緋
雲
に
鳳
凰
の
ぬ
い

●
下
水
引　

地
を
り
金
地
雲
に
麒
麟
の
も
や
う

●
二
番
水
引　

紺
地
錦
も
や
う
唐
松
龍
浪
等
な
り

●
三
番
水
引　

金
地
き
く
の
も
や
う

●
胴
幕　

四
方
と
も
氈
縁
ハ
猩
々
緋
紺
糸
に
て
異
国
人
の
ぬ
い

●
見
送　

花
鳥
唐
縫
、
ヘ
リ
猩
々
緋

●
金
幣　

四
本

（
寸
法　

糎
に
換
算
）



十
二
、
鷹
山
の
寄
り
町

◆
鷹
山
の
管
理
責
任
町
の
移
動

　
衣
棚
町
・
釜
座
町
↓
衣
棚
町
↓
衣
棚
北
町

◆「
鷹
山
」
の
寄
り
町

　
衣
棚
南
町
（
三
条
通
室
町
西
入
ル
南
側
）・
釜
座
町
（
三
条
通
新
町
西
入
ル
）
地
ノ
口
米
三
石
、妙
満
寺
前
町
（
寺

町
二
条
下
ル
）
三
斗
、上
本
能
寺
前
町
（
寺
町
押
小
路
下
ル
）
二
斗
、下
本
能
寺
前
町
（
寺
町
御
池
下
ル
）
二
斗
五
升
、

天
性
寺
前
町（
寺
町
姉
小
路
下
ル
）二
斗
五
升
、山
本
町（
御
幸
町
二
条
下
ル
）二
斗
、亀
屋
町（
御
幸
町
押
小
路
下
ル
）

三
斗
五
升
、
大
文
字
町
（
御
幸
町
御
池
下
ル
）
二
斗
五
升
、
丸
屋
町
（
御
幸
町
姉
小
路
下
ル
）
二
斗
五
升

合
計
　
十
ヶ
町
　
五
石
五
升



◆
寛
保
二
年
壬
戌
（
一
七
四
二
年
）
の
条
に
、

〝
六
月
九
日
山
残
予
幼
年
の
頃
ハ
十
一
日
也
、
夫
よ
り
十
日
に
也
、
今
ヘ
九
日
よ
り
建
る
、
同
十
一
日
人
形

衣
裳
付
け
十
二
日
山
引
き
そ
め
十
三
日
山
渡
リ
し
ま
い
東
洞
院
四
条
上
ル
町
に
て
囃
方
町
中
供
皆
と
休
足

す
、
夫
よ
り
当
町
江
帰
り
、
三
条
西
洞
院
辻
迄
引
行
也
、
三
条
西
洞
院
東
江
入
釜
座
町
寄
町
あ
る
故
よ
り
〞

と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
「
山
建
」
の
次
第
や
「
寄
り
町
」
と
の
か
か
わ
り
が
よ
く
判
り
ま
す
。



十
三
、
あ
と
が
き

　

山
鉾
は
、
応
仁
の
乱
以
前
、
六
十
四
基
が
巡
行
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
称
と
位
置
は
判
っ
て
い
ま

す
が
、
肝
心
の
形
態
は
不
明
で
す
。
当
時
は
氏
子
の
区
域
外
か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
乱
後
復
興
初
巡
行

に
は
、
前
祭
に
二
十
五
基
が
、
後
祭
に
十
基
が
雄
々
し
く
顔
を
揃
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
干
の
増
減
が
あ
り

ま
す
が
、現
在
三
十
二
基
が
元
気
に
活
躍
、三
基
が
「
休
み
山
」
で
す
。
そ
れ
は
、「
大
船
鉾
」（
別
名　

凱
旋
船
鉾
・

後
祭
）
と
「
布
袋
山
」（
舁
き
山
・
前
祭
）、そ
れ
に
「
鷹
山
」（
曳
き
山
・
後
祭
）
で
す
。
特
に
〝
ど
ん
ど
ん
焼
〞
で
、

鷹
山
同
様
罹
災
し
た
「
大
船
鉾
」
は
、
若
干
の
懸
装
品
や
道
具
類
も
残
り
、
町
の
皆
様
の
長
年
に
亘
る
熱
意
と

努
力
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
、
近
々
百
数
十
年
振
り
に
そ
の
雄
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

衣
棚
町
に
は
、
膨
大
な
江
戸
時
代
の
町
記
録
「
衣
棚
町
文
書
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
鷹
山
の
全

貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
是
非
、
復
活
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
莫
大
な
資
金
は
勿
論
、
そ
れ
以
上
に
「
維

持
継
承
」
と
い
う
重
要
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）

（
注
）
執
筆
当
時
大
船
鉾
は
休
み
鉾
で
し
た
。



町
内
に
よ
ほ
ど
の
経
済
的
有
力
者
が
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
町
外
に
熱
烈
な
篤
志
家
が
居
れ
ば
ま
た
話
は
別
で

す
が
、
鉾
の
車
一
つ
が
五
百
万
円
す
る
と
い
わ
れ
る
今
日
、
そ
の
上
す
ば
ら
し
い
懸
装
品
や
道
具
類
の
数
々
を
考

え
る
時
、
も
は
や
一
町
内
の
梃
子
に
合
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
鷹
山
を
お
世
話
す
る
町
が
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
「
寄
り
町
」
制
度
が
あ
り
な
が
ら
、
過
去
に
於
い
て
何

故
三
転
し
た
の
か
、
二
度
と
そ
の
跌
を
踏
ま
な
い
よ
う
、
知
る
こ
と
も
大
切
な
事
で
し
ょ
う
。

　

町
衆
は
、
当
初
畏
怖
の
念
を
以
っ
て
神
様
と
接
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
、
い
つ
も
身
近
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
る
大
切
な
氏
神
様
と
し
て
、
篤
い
崇
敬
の
念
を
以
っ
て
お
祀
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
常
に
奉
仕
の
心
を
失
う
こ

と
な
く
代
々
お
祭
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
・
経
済
・
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
行
事
に
対
し
「
伝

統
と
創
意
」・「
信
仰
と
観
光
」・「
安
全
性
と
惰
性
」、
そ
の
上
「
住
民
の
変
動
と
格
差
」
等
々
、
課
題
が
浮
上
し
、

お
祭
に
対
す
る
意
識
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。　



「
祇
園
祭
ハ
天
下
ノ
オ
祭
」「
千
年
ヲ
超
エ
テ
託
サ
レ
タ
祈
リ
」「
都
人
ノ
誇
リ
ト
責
務
ヲ
負
ウ
オ
祭
」「
ス
バ
ラ

シ
イ
美
ノ
共
演
　
動
ク
美
術
館
」、
そ
し
て
、「
守
り
た
い
　
残
し
た
い
　
伝
え
た
い
　
祇
園
祭
」。

　
か
つ
て
、そ
の
一
翼
を
担
い
皆
を
喜
ば
せ
た
、「
鷹
山
の
再
起
」で
す
。
広
く
強
力
な「
奉
賛
支
援
」の
組
織
を
作
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
連
合
会
に
は
、
そ
の
町
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
更
な
る
積
極
的
な
「
助
言
と
指
導
」
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。



巡行中の鷹山の図
舁き山から鉾形の曳き山に移る過程の鷹山








